
空気が乾燥し、気温が低くなる2月は感染症のピークを迎え
る季節でもあります。新型コロナウイルスの他、インフルエ
ンザなどの呼吸器感染症と、ノロウイルス、ロタウイルスな
どのウイルス性の感染性消化器疾患なども増加します。 
ファミリー健康相談は、それぞれの感染症の特徴、感染予

防法、症状出現時の受診の目安等、的確なアドバイスが出来
るよう対応しております。ぜひご利用ください。 

 
 
 
   
 
 
 

 
 

 
 
Ｑ︓ 親知らずが生えてきて、歯茎から少しだけ出ている。痛みはないが、どのような状態になった場合に抜歯が

必要となるのか。 
Ａ︓ 親知らずが生えてくる時期は、20歳前後ですが、生えない場合もあります。1960年以前は正しく生えてくる

人が過半数を占めていましたが、食生活を含む習慣の変化も歯や骨に影響を及ぼしているのか、昔に比べて
７割程の人が、斜めに生えたり埋伏しています。 
親知らずが上下真っすぐ生えて噛みあっていれば、抜歯の必要はありません。また、完全に埋まっていて問題

がない場合も様子を見ます。一方で、斜めや中途半端に生えていると歯肉が被って清掃が難しく、不潔になり
やすいため、炎症を起こす原因になります。親知らずや手前の歯が虫歯になっていたり、歯並びを悪くする恐れ
がある、嚙み合わせに問題がある場合も抜歯の対象となります。抜歯のメリットとしては、歯磨きがしやすくなり、
炎症のリスクや口臭の原因が減ります。デメリットは抜歯後に腫れたり、2 週間程噛みづらさが続き、時に顎先
や下唇の知覚が鈍くなることがあります。このようなメリット、デメリットも理解した上で、抜歯の必要性について担
当医からしっかりと説明を受け、納得のいく選択をしてください。 

 ヘルスアドバイザーから、今月のひとこと！ 

ご自身やご家族の健康で気になることがありましたら、ぜひファミリー健康相談をご活用ください！
専用電話番号は組合の「お知らせ」をごらんください。 

気温が低下し、湿度が低くなる冬の季節は、肌も乾燥しやすく潤い不足になりがちで、頭皮にも
同じことが言えます。フケ・かゆみなど、乾燥によるトラブルに悩まされていませんか。 
■頭皮に優しい洗髪方法 
シャンプーは「アミノ酸系」の洗浄成分が入った製品を選びましょう。皮膚や髪のタンパク質を構

成するアミノ酸と同じ成分で弱酸性のため、髪や頭皮に優しいのが特長です。直接、地肌に付け
ずに手の平で泡立て、爪を立てずに指の腹でマッサージするように優しく洗い、38℃程度のぬるま
湯で丁寧にすすぎましょう。 
■ドライヤーの使い方 
地肌とドライヤーの距離が近かったり、局所に風を当て続けると肌が乾燥しやすくなります。ドライ

ヤーは根元から毛先の順に、頭皮からは10㎝以上離して振りながら満遍なくあて、全体の8割程
が乾いたら温風から冷風に切り替えましょう。 
■ヘッドマッサージ 
まず、ヘアローションやオイルを頭皮全体に馴染ませます。5本の指の腹を耳の周りにあて、側頭

部から頭頂部、うなじから頭頂部に向かって万遍なくゆっくりと、頭皮がしっかり動くのを感じながら優
しくほぐしましょう。 
頭皮ケアを行っても改善がなく、更にふけや痒みが強くなる場合は、皮膚炎を引き起こしている

可能性もありますので、皮膚科の受診をお勧めします。 
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〈冬の頭皮ケア〉 
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